
①ザバーンを開く 

ザバーン製樹皮ガード取扱説明書 

②上部を留める ③側部を留める ④仕上げ 

上部はズレ落ちを防ぐため 

樹径に沿ってきつく留めます。 

 

約3㎝間隔で側部に向かって 

留めていきます。 

樹径の肥大成長に従って留め具が
はずれていくため、くい込むことはあ
りません。3cm間隔 

側部の上部をつまみあげながら
10㎝～20㎝間隔で留める。 

留め具の強度を上げるため二度
打ちする。 

つ
ま
み
上
げ
る 

地際部分も隙間なく覆う。 

 

プリーツのタテ筋が残るように 

整える 

胸高直径に対して５倍の巻長が必
要です。 

あらかじめ、ザバーンの両端を 

摘みいっぱいに拡げて木に巻き 

つけます。 

接合器具は、事務用のステープラ或
いは、中型HD-35タイプをご利用い
ただけます。 

事務用の小型ステープラの場合、針
は腐食防止のためステンレス製  

（品番：MS91194）を推奨いたします。 

＊小型ステープラをご使
用の場合は、中型より約
1.5倍多く留めてください。 



製造販売元： 

産業資材部  

伸縮自在で簡単施工 

悪い施工例 

ザバーンの特徴はプリーツです。プリーツのタテ筋を残すこと
で、自立性が強くなります。 

また、地際部分の剥皮害を防除するため隙間なく地際を覆っ
てください 

上部は樹径部
を締め付ける
ように留める 

 

高100cm   

 ～160cm 

 
側部は10㎝～
20㎝間隔で端
部を留める 

〒541－0052 

大阪市中央区安土町２丁目３番１３号  大阪国際ビルディング２８階 

ＴＥＬ ０６－６２７１－１３００ ＦＡＸ ０６－６２７１－１３７７ 

E-mail forestagri@tokokosen.co.jp    URL http://www.tokokosen.co.jp 

mailto:forestagri@tokokosen.co.jp

